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　　村長と触れ合い座談会
　村では、村政の発展のため「どんな小さな

意見にも耳を傾けよう」と毎晩（皆様と村長

の都合のよい目）各集落を訪問し、座談会形

式で公聴を続けています。現在のところ10集

落を終了していますが、日程調整を図り全集

落を回る予定です。写真は、初回となった10

月2日、重地集落で和やかに話し合っている

ところです。
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桔梗原換地区

生産性の高θ美田に！

15億7千6百万円～134．5ha

　昭和61年7月の桔梗原士改と清津川士改の合併により中里村士地改良区として計

画を進めてきた桔梗原地区ほ場整備事業の起工式が10月30日、干溝地内で行われ念

願の工事がスタートしました。この事業は中里村の中心部を約半分囲む地域で、J

R飯山線や国道353号によって団地化されているため、干溝・小原工区と桔梗原工区

との2工区に分けて実施されます。今回発注されたのは、干溝・小原工区の8．8ha約

8二F3百万円で、第1次工事㈱丸山工務所、第2次工事大村建設㈱の2社の施工に

欝葺灘欝畠翻瀧建票1難鳩講｛纏し鐵灘鱗騒覇欝，鱗灘
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始動したほ場整備（10／30干溝地内）

負担区分 （単位：千円）面積 （単位：ha）

　負担区分

事業区分
総事業費 国 県 地元負担

　　　　　地　目

工区名

水　　田
（輪換耕地〉 普通畑 道水路等 計

工事費 1，299，000

％
4
5 584，550

　％
32．5 422，175

　％
22．5 292，275 干溝・小原工区 46．8 4．4 9．7 60．9

事務費 77，000 50 38，500 25 19，250 25 19，250 桔梗原工区 61．9 一 11．7 73．6

合　計 1，376，000 623，050 441，425 311，525 計 108．7 4．4 21．4 134．5
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鐸蓼奪蟻　　贈量i撚盤i地改i叢鷹

　　　嚢理事長南雲崇司

　総奮的な立蟷改幾健
轍

　全力投入じます

含併以来役職羅一鶏となり叡り組んで参りま

した本事業が、関係機関のご指導又、受益農家

の理解により蒼王の運びとなりました．喜びに

翻鑑謹慧ん。捲梗原は先太達が200華以麟漢り血

の健じ諮努麹縫より開墾じ、響り続けた農地で

あ璽獣尊¢参後50葬薄奪を鏡通した中馨の再整

備璽灘駄叉載輔懸部縫お麟る環擁整朧を禽め

た総盒鹸な圭地畿農事業縫鞍て、その縫命と期

徳は大なる懸のガあり謙該。孫蓼のため縫、新

じい農業経営のため健全力投入いたし謹す。

◎遷8忽

弐島幸藏さん
　　　《芋期新園〉

作る太の身になって

　よ糖施工を

バイフライン爾駅なので下流の水不羅も解酒

できるようになるので完了を楽しみにしている。

椿梗原■区は、全体鑓健耕士が浅いので工事

に当っては営農に支障のない耕生灌とじてもら

いたい。また完翌当初は、地醗力がなく機械作

業ができなくなる恐凝も考荒られるので施工に

は十分注意願いたい。

償還金に対しては、受益者金藁が蕎利となる

よう当鰯の騎段の配慮を望みます。あとはコス

トを下げるための近代化施設対策が鋤要です。

⑥老8紹

樋ロ正勝さん
　　　　（干溝》

機械有効利爾懲
　コストダウンを

皆さんのおかげで窪0月24E3干溝地区の事前換

地計翻を終了させていただき大変ありがとうご

ざいました。

コメの自由化悶題等で米価は下がってくると

考えられますので、今後は機械の有効利用をす

ることによって生産1陸向上を図っていかなけれ

ばなりません。今回導入される新技術は大変価

値あるものだと思います。4戸輝戸の農家がコ

ストダウンを図れるよう皆さんと話し合いをし

ていくことが今後の課題だと思います。

最
新
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．
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こ
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．
で
き
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排
水
計
画
は
一
般
的
に
は
開
水
路
が
普
通
で
す
が

　
整
地
計
画
は
標
準
区
画
を
三
〇
ア
ー
ル
（
一
〇
〇
　
干
溝
・
小
原
工
区
と
桔
梗
原
工
区
の
一
部
は
、
自
然
条

㌶
×
三
〇
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）
と
し
、
全
地
区
を
表
土
扱
い
と
す
る
。
　
件
を
取
り
入
れ
、
県
下
で
始
め
て
と
い
う
。
バ
イ
プ
排

耕
土
不
足
の
箇
所
は
客
土
を
行
い
、
部
分
湧
水
箇
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水
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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渠
排
水
工
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実
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す
る
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参
照
）
こ
の
施
工
に
よ
り
潰
地
の
減
少
や
、
今
後
の
維

道
路
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
管
理
費
の
節
減
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
道
路
計
画
は
農
産
物
の
能
率
的
な
輸
送
と
、
農
作
　
換
地

業
が
最
も
効
率
よ
く
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
、
幹
線
　
　
換
地
計
画
は
全
て
事
前
換
地
と
し
て
工
事
着
手
前

道
路
は
幅
員
七
屑
と
し
て
、
全
線
舗
装
し
ま
す
。
　
　
に
配
分
計
画
を
定
め
、
完
了
時
に
精
算
さ
れ
る
方
式

用
水
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
干
溝
地
区
に
つ
い
て
は
、

　
用
水
計
画
は
当
地
区
の
地
形
条
件
を
十
分
生
か
し
　
換
地
計
画
原
案
も
決
定
し
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
ん

て
、
大
部
分
を
自
然
圧
を
利
用
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
　
で
い
ま
す
。

方
式
を
採
用
。
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
（
貯
水
池
）
を
三
　
　
　
桔
授
原
土
地
改
良
の
ル
ー
ツ

箇
所
設
置
し
、
用
水
の
節
減
と
下
流
の
水
不
足
対
策
　
　
江
戸
時
代
末
期
幕
府
直
轄
事
業
で
開
拓
が
行
わ
れ

を
解
消
し
ま
す
。
ま
た
、
全
水
田
一
枚
一
枚
に
水
量
　
そ
の
後
、
大
正
の
終
り
か
ら
昭
和
十
三
年
頃
ま
で
、

を
自
動
調
整
で
き
る
「
自
動
給
水
弁
」
を
取
り
付
け
、
　
す
べ
て
人
力
に
よ
り
現
在
の
五
畝
・
七
畝
の
区
画
が

用
水
管
理
に
よ
る
労
力
節
減
と
節
水
が
図
ら
れ
る
よ
　
で
き
ま
し
た
。
当
時
、
中
魚
沼
郡
市
に
お
い
て
は
、

う
に
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
二
十
四
時
間
貯
水
池
の
　
先
進
的
な
基
盤
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
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パイプ排水側面図

工事の内容

パイフかんがい用自動給水弁
田面上9cmから田面下一3cmまで
調整できます。

工事の内容 数　　量 記　　　　事

整　　　　　地 113．1ha 標準区画　100m×30m

道路工

幹　線 3，055m 全　　巾　　7．Om

支　線 14，283m 〃　　　　　．5・Om

連絡道 480m 〃　　　　　7．Om

用排水路工

用水路工 17，799m ファームポンド　3ヵ所

排水路工 14，546m （パイプ排水含む）

容　　土　　工 17．9ha

広報彊の腰曹”　　　平成2年／／月／0日
　一r圏『8■7　『■■■『■■■
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設計者　dcb

代表取締役

　　上原秀晃

撚

旧

パート皿

縫憩

誕灘

鑓

　
九
月
号
の
リ
ゾ
影
卜
特
集
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
リ
ゾ
ー
ト
計
画
と

は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
設
計
に
あ
た
っ
て
い
る
の
か
。

リ
ゾ
ー
ト
で
村
は
ほ
ん
と
う
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
疑
る
の

か
等
を
、
設
計
者
上
原
秀
晃
氏
か
ら
の
詳
細
な
脱
明
を
紹
糞
し
て

い
ま
す
◎

　
リ
ゾ
ー
ト
法
は
「
民
間
資
本
の
活
用
に
よ
る
内
需
拡
弐
し
．
鷺
過

疎
化
、
自
由
化
に
揺
れ
る
地
域
の
振
興
」
　
『
都
市
生
活
者
に
ゆ
と

9
あ
る
余
暇
を
」
と
い
う
三
つ
の
点
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
疑
ま

す
。
全
国
に
四
十
カ
所
も
の
許
可
地
区
が
あ
り
国
土
の
牽
六
・
六

欝
に
も
お
よ
ぶ
こ
の
開
発
に
つ
い
て
．
私
た
ち
こ
こ
に
住
む
者
が
、

ど
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
単
な
る
宅
地
開
発
に

な
ら
な
い
よ
う
私
た
ち
自
身
も
十
分
勉
強
し
理
解
し
だ
な
が
で
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

民
間
活
力
に
た
よ
り
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
地
元
の
熱
意
で
ニ
ニ
に

住
む
人
も
よ
か
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
総
合
リ
ゾ
ー
ト
は
そ
の
出
発

清
津
総
合
リ
ゾ
ー
ト
は
環
境
都
　
　
点
な
の
で
す
。

市
の
出
発
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
は
地
域
振
興
を

　
リ
ゾ
ー
ト
は
英
語
で
、
し
ば
　
　
担
う
複
合
環
境
施
設

し
ば
行
く
保
養
地
で
、
非
日
常

の
場
を
提
供
す
る
と
一
般
的
に
　
　
　
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
メ
ガ
リ

ゾ
ー
ト
で
は
、
英
語
の
同
じ
綴

り
の
リ
・
ソ
ー
ト
（
分
類
し
直

す
）
の
視
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
価
値
の
基
準
を
、
自
分
な
り

に
、
そ
し
て
み
ん
な
で
、
仕
訳

し
直
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
清
津
総
合

リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
中
里
村
総
合

リ
ゾ
ー
ト
開
発
へ
と
発
展
し
、

景
観
条
例
を
は
る
か
に
超
え
る

環
境
都
市
宣
言
へ
と
進
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
清

で
の
機
能
別
施
設
の
集
積
の
場

を
は
る
か
に
超
え
る
、
重
要
な

環
境
形
成
と
地
域
振
興
を
担
う

複
合
機
能
を
持
つ
環
境
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
す
る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
良
い
環
境
を
つ
く
る
こ

と
は
、
事
業
主
体
の
理
解
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

素
晴
ら
し
い
環
境
を
形
成
す
る

こ
と
が
、
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
の
事

業
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
環
境

と
は
景
観
を
は
る
か
に
超
え
る

概
念
で
す
。
自
然
保
護
の
立
場

の
人
々
か
ら
、
「
リ
ゾ
ー
ト
法
」

は
貴
重
な
自
然
破
壊
を
助
長
す

る
天
下
の
悪
法
と
指
摘
さ
れ
、

と
り
わ
け
ゴ
ル
フ
場
開
発
が
槍

玉
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

故
な
し
と
し
ま
せ
ん
。
9
月
号
で

の
富
井
ち
づ
子
さ
ん
の
心
配
の

ひ
と
こ
と
も
最
も
な
こ
と
な
の

で
す
。
今
は
、
大
規
模
開
発
に

於
い
て
、
事
業
性
、
地
域
と
の

関
わ
り
、
自
然
保
護
、
運
営
管

理
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
の
中

で
、
従
来
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
は

購

　　w　蝋
麟磁

大
規
模
開
発
へ
の
批
判
に
答
え

る
の
に
は
、
弱
す
ぎ
る
の
で
す
。

ま
っ
た
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

に
よ
る
戦
略
デ
ザ
イ
ン
が
必
要

　
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
の
社
会
性
と

必
然
性
を
追
求
す
る
こ
と
か
ら
、

メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
は
、

1
、
目
的

2
、
未
来

3
、
哲
学

4
、
理
念

5
、
概
念

dcb設計の「アルファリゾート・トマム」

9876、　　　　、　　　　、　　　　、

方分要原
式析因理

に
つ
い
て
の
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
ま
っ
た

く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る

事
業
構
造
と
戦
略
デ
ザ
イ
ン
が

必
要
な
の
で
す
。

多
く
の
分
野
の
協
力
が
必
要

　
こ
れ
ま
で
個
別
に
所
有
さ
れ

て
い
た
土
地
が
、
売
買
で
あ
れ
、

借
地
で
あ
れ
、
第
三
セ
ク
タ
ー

「
清
津
観
光
開
発
株
式
会
社
」

に
集
積
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の

時
点
で
よ
り
社
会
性
を
帯
び
る

こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
為
に
は
、

9
月
号
の
留
意
点
に
も
あ
げ
て

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
地
元
の
皆

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各

分
野
の
多
く
の
人
々
の
協
力
に

よ
っ
て
、
第
三
セ
ク
タ
i
「
清

津
観
光
開
発
株
式
会
社
」
共
々
、

真
の
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
、
開
発

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
清
津
総
合
リ
ゾ
ー
ト

が
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
開
発

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
中
里
村

全
体
に
波
及
し
、
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
開

発
で
の
、
ゴ
ル
フ
場
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
進
め
ま
す
。

4
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診
ヨ
メ
さ
ん
が
ほ
し
い
。
ム
コ
さ
ん
が
ほ
し
糖
。
し
か
し
、
な

か
塗
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
．
農
村
の
過
疎
化
を
さ
ら

に
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
農
家
の
配
偶
者
対
策
繕
、
農
業
委
員
会
で

は
、
　
門
結
婚
相
談
員
制
度
」
を
発
足
さ
せ
二
の
農
家
の
せ
つ
な
る

思
雛
緯
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
む
二
と
に
な
9
ま
し
た
。
十
四
人

の
相
談
員
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
．

　
委
嘱
さ
れ
た
の
は
．
村
内
で

も
顔
の
広
い
十
四
人
の
方
た
ち

で
す
。
村
内
を
自
由
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
と
特
に
担
当
地
区

割
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど

な
た
へ
で
も
結
構
で
す
か
ら
￥

お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。
相
談

内
容
等
個
人
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
は
．
農
委
，
農

協
，
商
工
会
な
ど
で
組
織
し
た

「
担
い
て
配
偶
者
対
策
推
進
委

員
会
」
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ

き
委
嘱
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。

　
「
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

問
題
で
あ
り
他
人
が
□
を
は
さ

む
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
．

別
表
グ
ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
＼

や
は
り
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
　
（
別
表
一
．
一
一

参
照
）

　
八
月
に
は
農
業
者
年
金
受
給

者
連
盟
が
「
本
人
が
積
極
的
で

な
い
な
ら
私
た
ち
が
」
と
講
演

会
や
独
身
女
性
と
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
が
￥
な
か
な
か

簡
単
に
ま
と
ま
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
￥
独
身
女
性
と
の
交

年齢別未婚男女数（昭和63年7月末住民基本台帳）別表1
流
会
な
ど
と
．
く
ら
べ
る
と
地

味
な
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
縁

結
の
神
様
の
登
場
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
町
が
行
つ
た
ア
ン
ケ
f

ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
．
女
性

は
恋
愛
結
婚
を
望
み
￥
自
由
な

出
会
い
を
願
望
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
，
男
性
は
国
際
結

み

～
甲
、
ー

150一・

100－

50一

143

一男性
Eコ女性

19男性 女性
89 120 37 88 8 4 3428 141

58

年齢別 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳

婚
に
は
消
極
的
と
い
う
結
果
だ

つ
た
そ
う
で
す
。

　
高
度
経
済
社
会
の
中
で
理
想

の
結
婚
相
手
は
『
三
高
男
よ
』

（
高
所
得
．
高
学
歴
．
高
身
長
）

な
ど
と
言
っ
て
い
る
若
い
人
も

い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
結
婚

し
て
も
子
供
を
産
ま
な
い
女
性

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
も
（
出
産
率
激
減
）
＼
単

な
る
個
人
の
問
題
と
し
て
だ
け

で
な
く
別
の
角
度
か
ら
の
対
策

も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
が
せ
ま
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
も
と
に
．
今
後
ど

樋ロ正次（朴木沢）杉谷清六（荒屋）藤田正重（小原）

　暦63－2052　　　　　　盈63－2581　　　　　　智63－2231
，
3
　
幽

一
，
ご

の
よ
う
な
方
法
で
具
体
的
に
展

開
す
る
べ
き
か
検
討
し
て
活
動

に
入
り
ま
す
。

趨態
　　　農7

乙

’
、

β

吉楽周治（田中）根津　敬（芋川）

　智63－2179　　　　　　智63－2828

～
畠

ゾ
9
噂
、

井ノ川安雄（山崎）服部武男（小原）志田正一（倉俣）

　費63－3190　　　　　智63－2218　　　　　費63－3968
，
？
9
ご

灘ダ
護

繕
難
、

舞
鎧
縁
簸

．
－
総
灘
－

田トヨ（通り山）南雲宗司（程島）

智63－2328　　　　　　奮63－2636

馨
慧
嚇
島

9
一
晶

㌦
ρ

㌔
7
『
の

　
㌔
幽

服部安二郎（如来寺

　奮63－3158　盈63＿2033　智63＿4089　盈63－2626　　癒1灘冨爺1ぞ1ゴ

別表2地域別未婚男女数（昭和63年7月末住民基本台帳調べ、20歳～44歳まで）
0
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
0

D
O
　
　
　
　
　
　
　
∩
Z
一
　
　
　
　
　
　
　
－

人

81 161073 66268147182 114 197224

、■口、 、。■h

74 81 134 103555293 193 215

一30人

20

10

一

10 92 20 10 22 288 計男女 25610 13132183 92 22 92 70 l！
7巨

153 51 218！ 30 40

集
落
名

芋
　
沢

田東
　田
沢沢

如豊
来
寺 里

　上田小
桂
　 山中原

干
溝

荒山

屋崎

通桔高
り梗道
山原山

朴
木
沢

木ト

木
沢
新
田

市
之
越
鷹
羽

白
羽
毛
程
島

東
田
尻
角
間

葎土

沢倉
倉
下

小
出

西
方

西
田
尻

芋
川
新
田

芋
川

倉
俣

原
町

新
里

重
地

清下田新
田　　　屋
山山代敷

本
屋
敷

堀
之
内
宮
中

男
4
2
8
人

女
1
4
1
人

平成2年／／目／0日
曹
3
1
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鍵国謹

黛
鍵

　
金
子
知
事
と
県
戻
が
鐵
接
対
詣
す
る
『
ふ
れ
あ
穏
懇
奮
タ
繕

が
十
月
二
十
四
日
㈱
津
南
町
総
糞
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
纏
縷
毬
た
。

　
こ
れ
は
鋤
県
民
礁
開
か
義
た
県
政
撒
を
霞
指
も
擢
．
県
内
の

篭
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
豊
か
な
村
づ
く
り
を
進
め
る
瀧
め
各

会
場
を
回
っ
て
開
催
し
て
墜
る
も
の
で
す
。

　
ト
ー
ク
に
先
だ
っ
て
郡
市
地
〆
・

内
視
察
の
な
か
で
中
里
村
で
は
、

健
康
管
理
保
健
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
調
理
実
習
室
で
お
年
寄
り

に
届
け
る
た
め
の
昼
食
を
調
理

し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
「
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
」
で
は
、
中
魚
沼
地
区
か

ら
集
ま
っ
た
六
百
五
十
人
が
見

守
る
な
か
、
知
事
に
対
し
て
活

発
な
発
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
挙
手
方
式
で
次
々
に
発
言
さ

れ
た
内
容
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
ゴ

津南町総合センターで知事の解答を聞き入る参加者

保健センター調理実習室を視察

ル
フ
場
問
題
、
心
身
に
障
害
の

あ
る
方
の
施
設
充
実
や
誘
致
の

問
題
、
農
業
の
バ
イ
オ
技
術
推

進
要
望
と
米
の
問
題
、
国
道
の

3
5
3
号
ト
ン
ネ
ル
や
清
津
橋
架

替
、
除
雪
の
問
題
、
観
光
施
設

へ
の
補
助
の
要
望
、
利
雪
・
遊

雪
の
推
進
の
要
望
な
ど
で
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
知
事
は
、
一

問
一
問
て
い
ね
い
に
解
答
し
、

地
元
で
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か

相
談
し
て
欲
し
い
、
ま
た
、
具

体
的
な
検
討
の
た
め
時
間
が
必

要
等
誠
意
を
も
っ
て
答
え
て
い

ま
し
た
。

　
中
里
村
か
ら
も
大
勢
の
人
た

ち
が
参
加
し
、
二
人
の
方
が
知

事
に
対
し
て
発
言
し
ま
し
た
。

発
言
内
容
と
そ
の
解
答
を
紹
介

し
ま
す
。

藤ノ木秀一さん

　（小出）

溝
津
峡
歩
道
の
早
期
開
放
を
！

　
落
石
事
赦
発
生
以
来
足
か
け

三
年
に
な
り
ま
す
が
渓
谷
内
の

闘
鎖
を
知
ら
ず
に
訪
れ
る
お
客

さ
ん
や
、
も
う
大
丈
夫
と
期
待

し
て
再
び
訪
れ
た
お
客
さ
ん
な

ど
か
ら
「
い
つ
に
な
れ
ば
渓
谷

内
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
し

と
講
う
質
悶
に
対
し
て
地
元
関

係
者
た
ち
は
返
答
す
る
こ
と
も

で
き
す
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
歩
道
の
早
期
開

放
に
向
け
て
、
尚
一
屡
の
御
努

力
と
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
わ
り

獣
す
。

九
月
議
会
に
調
査
費
を
計
上

　
関
係
各
省
庁
と
解
放
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
自
然
公
園
の
美
観
を
害
す
る

と
い
う
こ
と
で
0
ッ
ク
シ
エ
ー

ド
の
計
画
は
お
り
な
か
つ
た
。

六
月
に
現
地
に
入
つ
て
地
元
の

要
望
を
直
接
、
環
境
庁
長
富
に

訴
え
理
解
あ
る
答
弁
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
地
元
と
し
て
ど

う
い
う
型
で
対
応
す
れ
ば
国
に

承
認
さ
れ
る
か
調
査
し
た
い
。

　
九
月
議
会
に
調
査
費
を
計
上

し
た
の
で
結
果
に
墓
づ
い
て
協

議
し
た
い
。
時
間
が
ほ
し
い
。

富井利明さん
　（市之越）

用
水
の
恒
久
的
な
確
保
を
！

　
中
里
村
は
、
倦
濃
川
を
含
め

一
級
淘
川
の
大
河
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
上
流
で
の
開
発
発

電
用
水
等
の
取
水
に
よ
り
￥
毎

年
渇
水
期
に
は
水
源
地
で
あ
り

な
が
ら
農
業
用
水
．
上
水
道
用

水
、
そ
し
て
濾
川
維
持
水
量
さ

え
多
羅
な
不
足
が
生
じ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
水
は
金
銭
で
換
算
の
で
き
な

い
掛
け
替
え
の
な
い
賛
重
な
資

源
で
す
。
恒
久
的
に
安
定
し
た

汚
れ
の
な
い
用
水
の
確
保
を
県

当
局
に
強
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
調
整
機
関
で
公
平
な
配
分

　
上
流
の
発
電
用
水
に
よ
る
カ

ッ
ト
で
十
日
町
地
域
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
問
題
が
出
て
い

る
ら
し
い
。
こ
の
総
ム
ロ
的
な
対

策
と
し
て
は
、
国
の
清
津
川
ダ

ム
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
．
こ
れ
か
ら
十
年
か
ら
二
十

年
ぐ
ら
い
か
か
る
と
思
う
。
現

に
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
県

と
し
て
も
関
係
者
の
連
絡
調
整

機
関
を
つ
く
っ
て
水
量
の
公
平

な
配
分
に
心
掛
け
た
い
。

　
皆
様
方
に
不
便
を
き
た
さ
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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吉楽福一郎氏

65歳（上山）

3月31日まで田沢村警防団団員・消防団団

合併当時の貧弱な施設・設備の充実を図

大会に県代表として出場するなどの顕著な

功績で消防人として模範となるものです。

上村賢造氏
78歳（田中）

上村賢造氏は．秋の叙勲で勲4等瑞宝章

の栄誉に輝きました。

功績内容は．昭和鱈年から昭和個年まで

富山県．昭和14年から昭和34年まで新潟県

委員長．建設委員会委員長を歴任し、更に

副議長として4年．議長として4年間議会

の円滑な運営に尽力しました。また氏は．

昭和52年に村民の衆望を担って中里村長に

当選以来3期／2年間の永きにわたり村の発

展に寄与すると共に、昭和58年からの4年

間中魚沼郡町村会長として豊富な経験と卓

な貢献があったためです。

　
も
て
ろ
者
が
も
て
ろ
者
ロ
で
ほ
を
い

　
　
　
　
　
し
あ
b
ゼ
な
者
が
　
ふ
し
あ
も
ゼ
な
者
ド
で
ほ
な
い

　
も
て
ろ
者
も
も
た
を
い
者
も

　
　
　
　
　
し
あ
b
ゼ
な
者
も
　
、
瀬
し
あ
も
せ
な
者
も

　
ど
も
ド
生
活
し
あ
5
こ
ど
な
の
だ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
お
の
ず
か
ら
起
き
る
と
き
高
島
巖
）

　
　
大
会
は
こ
の
詩
の
全
員
朗
読
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
第
一
回
中
里
村
社
会
福
祉
大
　
　
　
こ
れ
は
「
よ
り
多
く
の
地
域

会
が
十
四
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
　
住
民
の
参
加
に
よ
る
理
解
と
協

老
人
ク
ラ
ブ
、
福
祉
団
体
や
福
　
　
力
に
よ
っ
て
社
会
福
祉
施
策
を

祉
関
係
者
な
ど
三
百
人
が
集
ま
　
　
推
進
し
よ
う
」
と
行
わ
れ
た
も

っ
て
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
　
　
の
で
す
。

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
長
は
、
「
こ

　　第一回中里村社会福祉大蚤

たのしい昼休、演劇に熱中

れ
か
ら
福
祉
の
重
要
な
時
代
に

入
っ
て
く
る
」
と
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
十
一
人
の
社
会
福
祉
功

労
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
中
魚
沼
社

会
福
祉
事
務
所
長
が
「
こ
の
よ

う
な
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
は

大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
」
ま

た
、
村
長
は
「
福
祉
問
題
を
考

え
直
す
機
会
に
し
た
い
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
楽
し
み
な
昼
食
休
憩
で
は
、

十
日
町
の
演
劇
グ
ル
ー
プ
「
演

親
会
」
に
よ
る
『
ブ
ス
む
か
し
』

と
い
う
演
劇
を
大
笑
い
し
な
が

ら
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
福
祉
機
器
見
学
や
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
も
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
の
実
践
発
表
で
は
、
桑

原
智
子
さ
ん
（
倉
俣
）
と
山
田

祐
子
さ
ん
（
荒
屋
）
が
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ

こ
と
」
と
題
し
て
貴
重
な
経
験

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
記
念
講
演
で
は
、
更

生
慈
仁
会
理
事
の
中
村
与
吉
先

生
が
「
社
会
福
祉
の
諸
問
題
と

私
た
ち
の
生
活
」
と
い
う
内
容

で
、
「
社
会
を
形
成
し
て
い
る
人

間
の
皆
ん
な
の
幸
せ
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
老
人

も
心
に
ハ
リ
を
持
っ
て
身
心
共

に
健
康
で
明
る
い
人
生
を
送
れ

る
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

7 広報躍”星宮と：　　　平成2年／／月／0日



察
②

視
群

業
山

農
銅

ヨ’一ロヅパ

　　　　　　農政課課長補佐　村　　山　　甜　　半　　∪

　昭和62年度から8箇年を目標に村が実施している新農

業構造改善事業の一環として8月28日～9月13日にかけ

て￥ヨーロッバ農村振興対策事情調査団に中里村から参

カロした村山のレポートを2回にわたり紹介しています。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
環
境
保

全
及
び
住
居
環
境
の
美
化
に
つ

い
て
は
、
学
ぶ
も
の
が
多
く
あ

っ
た
。

　
西
ド
イ
ツ
「
我
が
村
は
美
し
く
」

　
美
し
く
し
た
い
気
持
は
、
村

に
住
む
人
、
村
を
訪
れ
る
人
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
人
々
が
持

ち
続
け
て
い
る
。

　
西
ド
イ
ッ
政
府
が
始
め
た
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
荒
廃
か
ら
の
復
興
が

進
み
、
農
村
部
に
都
市
化
の
傾

くルリン　　　◎
ッ1　　　　　ワルシャワ

1㍑漏襲蓼欝

・哲製腐
　　　　　　　　　　　Y　　！

西ドイツロッタラ村「我が村は美しく」の花で飾られたベランダ。

鑑

向
が
生
じ
、
旧
来
か
ら
あ
っ
た
、

建
物
の
建
材
・
木
の
植
栽
に
今

ま
で
あ
っ
た
独
自
の
景
観
が
失

わ
れ
て
い
く
の
を
危
惧
し
た
政

府
が
、
農
村
の
伝
統
的
な
良
さ

を
守
ろ
う
と
実
施
し
た
も
の
だ

っ
た
。

　
西
ド
イ
ツ
に
は
、
ス
イ
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ

シ
ャ
な
ど
の
国
々
に
匹
敵
す
る

文
化
遺
産
は
な
い
が
、
祖
先
か

ら
引
き
継
い
だ
美
し
い
農
村
的

自
然
景
観
が
あ
る
。
こ
れ
に
改

良
を
加
え
て
、
世
界
で
一
番
美

し
い
農
村
を
つ
く
り
、
遺
産
と

し
て
残
す
の
だ
と
全
国
民
に
訴

え
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
一
九
六
一
年

か
ら
始
ま
り
、
今
ま
で
に
二
万

箇
所
の
集
落
が
参
加
し
た
。

・
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
基
準

一
、
村
落
の
開
発
計
画
を
ど
う

　
実
施
し
た
か
。

二
、
計
画
を
樹
立
す
る
に
、
住

　
民
が
い
か
に
参
加
し
た
か
。

三
、
住
民
の
自
由
意
志
、
相
互

　
扶
助
で
実
施
し
た
か
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

す
る
に
は
、
農
村
の
生
活
を
よ

り
快
適
な
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
住
民
の
ま
と
ま
っ
た
総
意
と
、

連
帯
意
識
の
向
上
及
び
そ
れ
へ

の
努
力
の
た
め
、
長
い
期
間
に

わ
た
っ
て
、
準
備
が
必
要
と
な

る
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
た

め
の
諸
活
動
に
つ
い
て
は
、
国

州
か
ら
の
助
成
金
は
原
則
と
し

て
交
付
さ
れ
な
い
。

　
日
本
の
場
合
は
、
何
か
の
事

業
を
行
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が

直
ち
に
補
助
金
に
つ
な
が
り
、

行
政
の
意
志
が
強
く
介
入
す
る

の
が
常
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
で

は
、
農
民
の
総
意
形
成
、
自
主

的
な
創
意
工
夫
を
基
調
と
し
て

推
進
し
て
い
る
。

　
ス
イ
ス
の
農
業

　
ス
イ
ス
は
日
本
の
九
州
ほ
ど

の
広
さ
し
か
な
い
。
こ
の
国
土

に
五
四
〇
万
人
が
住
ん
で
い
る
。

山
が
多
く
、
国
土
の
半
分
し
か

農
業
に
利
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
農
用
地
の
九
〇
％
が
草
地

と
し
て
利
用
さ
れ
、
畜
産
を
主

体
と
し
た
農
業
経
営
に
あ
る
。

・
政
策
の
基
本

　
一
九
五
一
年
に
制
定
し
た
、

農
業
法
を
基
礎
に
し
て
お
り
、

健
全
な
農
民
を
維
持
・
育
成
す

る
と
と
も
に
、
国
民
の
食
糧
を

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
能

率
的
な
農
業
を
維
持
・
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
、

一
、
国
民
へ
の
食
糧
の
安
定
的
供
給

　
ス
イ
ス
は
内
陸
国
で
、
山
が

多
く
、
孤
立
す
る
可
能
性
が
強

い
。
常
に
国
内
で
最
低
必
要
限

度
の
供
給
体
制
が
必
要
。

二
、
自
然
の
保
全
と
定
住
の
促
進

　
土
地
は
、
人
が
住
む
こ
と
に

よ
り
管
理
保
全
さ
れ
る
の
で
、

可
能
な
限
り
、
地
方
へ
の
定
住

を
促
進
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、

国
民
に
保
養
地
を
提
供
、
観
光

客
に
も
立
派
な
景
観
を
提
供
し

て
い
る
。

　
食
糧
自
給
の
保
護
政
策

　
ス
イ
ス
ほ
ど
食
糧
自
給
に
懸

命
の
努
力
を
す
る
国
は
少
な
い
。

国
家
砕
独
立
を
確
保
す
る
最
大
－

の
要
件
は
、
食
糧
を
持
つ
こ
と

だ
と
、
国
の
歴
史
に
よ
っ
て
学

び
取
っ
て
い
る
。

　
平
坦
地
の
少
な
い
ス
イ
ス
は

穀
物
の
五
三
％
し
か
自
給
で
き

て
い
な
い
。
し
か
し
、
畜
産
物

で
は
ほ
と
ん
ど
自
給
で
き
る
。

　
全
農
業
生
産
量
の
％
を
山
岳

山裾まで利用しているスイスの農業

農
業
者
が
生
産
し
、
農
業
予
算

の
％
を
補
償
額
で
占
め
て
い
る
。

　
補
償
内
容
は
、
面
積
、
家
畜
、

農
家
手
当
の
区
分
に
よ
り
直
接

農
家
へ
支
給
し
て
い
る
。
農
家

の
補
償
基
準
は
、
給
与
水
準
（
世

界
で
も
高
い
）
に
比
較
し
て
計

算
さ
れ
る
。

　
食
糧
の
備
蓄
、

　
食
糧
の
備
蓄
は
、
二
つ
の
方

法
で
実
施
し
て
い
る
。
輸
入
業

者
と
の
間
で
契
約
し
て
備
蓄
す

る
義
務
備
蓄
と
、
各
家
庭
が
非

常
時
の
と
き
の
配
給
制
が
施
行

さ
れ
る
ま
で
必
要
と
さ
れ
て
い

る
二
週
問
程
度
の
家
庭
備
蓄
と

が
あ
る
。
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、
、
蝶
淑
。
、
、
、
、
諏
態
魅
“
凋
．

　
十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
第

十
四
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
中
里
中
校
門
前

発
着
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日

－
ー
、
、
、
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
h
、
　
・
　
、
＼
ー

成績一覧表

－
＼
￥

か
ら
の
降
雨
の
切
間
を
ぬ
っ
て

保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
の
百

四
十
人
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

スタートダッシュだ（2kmコース）

1　　位 2　　位 3　　位・　　　順位

種目 民　名 記録 校名 氏　名 記録 校名 氏　名 記録 校名

男
　
　
　
　
　
子

小学1年擁m 滝沢翔太 7’15 倉俣 広田　裕 7’36 高道山 桑原信也 8’17 倉俣

小学2年2km 大島宏之 6’31 田　沢 富井涼二 6’33 高道山 渡辺伸二 6・34 高道山

小学3年2km 高井雅史 6’27 田　沢 南雲二郎 6’38 貝　野 小柳邦彦 6．43 田　沢

小学4年5km 藤ノ木隆太 21．40 清津峡 鈴木岳史 22’38 倉俣 村山尚樹 23’15 田　沢

小学5年麟田 富井利行 20．41 高道山 井ノ川武史 22’29 田　沢 根津啓介 23’09 倉俣

小学β集5緬 斉藤　剛 19’10 田　沢 富井　誠 20’14 高道山 太嶋宏至 22’15 高道山

中　　業5醸 富井　徹 16’04 中　里 服部清高 16’14 中　里 鈴木隆司 16’23 中　里

一　般　5癒 斎喜　直 15．45
（集落）

倉　俣 太嶋活行 18’05
（集落）

芋　沢 太平義弘 18’34
（集落）

荒　屋

女
　
　
　
　
　
子

拳嚢麟翻緬 斎喜真紗美 7’56 倉俣 桑原瀬里名 8’42 倉俣 桑原美穂 8’50 倉俣

鰯鱗2集露緬 滝沢きよみ 7’11 清津峡 樋口まなみ 7’19 田　沢 上原雅代 7’22 田　沢

泰撃＄察馨臨 服部えり子 6’44 田　沢 山田あやか 7．07 田　沢 根津愛美 7’16 倉俣

小掌淫年3麟 田村由紀子 11’16 田　沢 広田菜穂子 11’27 田　沢 富井美奈子 11．30 高道山

小学5年3臨 井ノ川照美 11’31 田　沢 熊倉恭子 11’32 倉俣 富井友美 12’13 高道山

小学6年3蜘 樋口さより 12．14 田　沢 広田由理 12’26 田　沢

中　学　3km 高橋寛子 9．07 中　里 村山明子 9’33 中　里 熊倉美奈子 9’57 中　里

一　般　2㎞ 井ノ川美津恵 6’49
（集落）

田　中 鈴木裕子 7’35
（集落）

重　地 高野道代 8’45
（集落）

白羽毛

ファミ1ヌージョギング

2融完滝ファ鰐．一

大口久美子

　直也
8．19

8．25

（集落）

重　地

滝沢美智子

　かなえ
9’45

9’47

（集落）

重　地
樋口洋子
　　寿郎

9’48

9’55

（集落）

朴木沢

高
橋
君

　
三
つ
の
大
会
新

　
郡
市
新
人
陸
上
大
会
が
十
月

四
日
、
十
日
町
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
、
高
橋
裕
彦
君
が
三
つ

も
の
大
会
新
記
録
を
出
す
な
ど

大
健
闘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
球
技
大
会
で
は
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
優
勝
、
男

子
は
第
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

●
男
子
一
年
生

八
百
材
　
　
二
位

　
　
　
　
　
六
位

千
五
百
材
　
二
位

　
　
　
　
　
四
位

●
男
子
二
年
生

百
㌶
　
　
　
一
位

　
　
　
　
　
六
位

二
百
層
　
　
一
位

　
　
　
　
　
四
位

四
百
㌶
　
　
一
位

　
　
　
　
　
二
位

　
　
　
　
　
六
位

八
百
㌶
　
　
一
位

　
　
　
　
　
五
位

鈴根鈴根
木津木津

学茂学茂

　
高
橋
裕
彦

⑮
n
秒
3

　
藤
ノ
木
大
二

　
高
橋
裕
彦

㊨
2
3
秒
2

　
藤
ノ
木
大
二

　
高
橋
裕
彦

⑮
5
3
秒
6

　
樋
口
正
晴

藤
ノ
木
大
二

樋
口
正
晴

　
山
本
明
宏

●
共
通
男
子

リ
レ
i
4
×
㎜
材
　
一
位
　
（
藤

ノ
木
大
二
、
樋
口
正
晴
、
高
橋

裕
彦
、
富
井
和
行
）

●
女
子
一
年
生

千
五
百
㌶
　
三
位
　
熊
倉
美
奈
子

走
高
跳
　
　
三
位
　
藤
ノ
木
か
お
る

●
女
子
二
年
生

千
五
百
材
　
五
位
　
村
山
明
子

砲
丸
　
　
　
二
位
　
鈴
木
孝
子

　　　　　灘

繭

口
会

ク
大

市
ン

郡
力

＝’9

　
十
月
二
十
七
日
、
新
発
田
市

　
い
　
じ
　
み
　
の

営
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場

付
属
公
認
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で

第
四
十
一
回
県
高
校
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
高
校
ア
ン
カ
ー
の
斎

喜
直
君
（
一
年
・
倉
俣
）
は
、

息
づ
ま
る
競
り
合
い
の
末
、
中

越
高
校
を
ラ
ス
ト
一
〇
〇
材
で

再
逆
転
し
、
劇
的
な
チ
ー
ム
優

勝
に
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
カ
ー
と
い
う
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
は
ね
の
け
抜
群
の
瞬
発

力
で
う
れ
し
い
涙
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

「
優
勝
で
き
た
の
は
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
み
ん
な
の
お
か
げ
。
京

都
へ
行
っ
て
も
他
県
の
学
校
に

負
け
な
い
よ
う
に
精
一
杯
走
る

だ
け
で
す
一
と
全
国
大
会
に
闘

志
を
も
や
し
て
い
ま
し
た
。

中
里
中
女
子
優
勝

　
十
月
二
十
四
日
、
中
里
中
学

校
を
会
場
に
行
わ
れ
た
郡
市
中

学
校
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

の
リ
レ
ー
で
、
中
里
中
の
女
子

が
優
勝
、
男
子
は
三
位
と
な
り

ま
し
た
。

〈
男
子
リ
レ
ー
臼
㎞
×
6
〉

一
位
吉
田
、
二
位
下
条
A
、
三

位
中
里
（
富
井
徹
、
服
部
清
高
、

鈴
木
隆
司
、
根
津
茂
、
山
本
明

宏
、
水
野
晶
）

〈
女
子
リ
レ
ー
錨
㎞
×
4
〉

一
位
中
里
（
竹
藤
さ
ゆ
り
、
高

橋
寛
子
、
村
山
明
子
、
熊
倉
美

奈
子
）
二
位
南
、
三
位
吉
田

〈
個
人
男
子
　
臼
㎞
〉

●
二
年
　
　
一
位
樋
口
正
晴

●
三
年
　
　
三
位
　
富
井
真
史

〈
個
人
女
子
　
舗
㎞
〉

●
一
年
　

三
位
富
井
久
美
子

●
二
・
三
年
　
四
位
　
井
口
寿
恵

平成2年／／目／0日広報1壁勲劉F’
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　むずかしかったところは、はな

のところです。どうしてかという

と，はなのあなのところに．わっ

かがついていたからです。

　それで．かおが大きくなりまし

た。

桑原萌美ちゃ鵬歳）⑰
勇・富子夫婦の2女（倉俣）

　もえみねえ￥いうも．おばば（お

ばあさん）といっしょに遊んでい

るの。おばばの手伝いもしている

よ。おしゃべりが大好きでいつも．

大人のまねをしておしゃべりして

いるんだ。歌だってうまいんだか

ら。お父さんは，今のまんま元気

で育ってくれればそれでいいんだ

つて。

リ
ー
ス
工
場
が

　
　
　
　
　
　
　
完
　
　
成

　
今
年
の
六
月
か
ら
駅
北
側
の
田
中
地
内

で
工
事
を
進
め
て
い
た
リ
ー
ス
工
場
が
こ

の
ほ
ど
完
成
、
十
六
日
に
竣
工
式
が
行
わ

綺麗な工場で能率アップ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
は
、
新
潟
県
農
林
水
産
業
総

合
振
興
事
業
（
県
単
事
業
）
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。
農
山
村
に
お
い
て
は
、
企

業
誘
致
の
条
件
が
悪
く
進
め
に
く
い
た
め

県
か
ら
五
割
の
補
助
を
い
た
だ
い
て
農
村

の
就
業
促
進
を
図
る
目
的
で
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
十
三

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
他
県
に
は
な
い
珍

し
い
事
業
で
す
。
そ
し
て
、
農
林
水
産
業

と
商
工
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
村

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
総
工
事
費
は
、
六
千
九
百
九
十
六
万
円
、

鉄
骨
二
階
建
五
百
六
㎡
で
二
階
が
工
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
国
道
一
一
七
号
と
三

五
三
号
が
交
差
す
る
山
崎
地
内
の
道
路
改

良
に
伴
う
新
商
店
街
づ
く
り
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
等
）
の
た
め
㈱
マ

ツ
ダ
テ
ク
ニ
カ
の
移
転
が
余
儀
無
く
さ
れ

た
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
村
は
、
こ
の
工
場
を
㈱
マ
ツ
ダ
テ
ク
ニ

カ
に
貸
付
。
十
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
人

体
制
で
操
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

親
子
で
お
す
し

　
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
十
月
三
十
日
、
倉
俣
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
で
米
消
費
拡
大
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
親
子
米
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
お

米
の
お
い
し
さ
再
発
見
を
目
標
に
昨
年
よ

り
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
小
学
生
の
親
子
三
十
人
は
各

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
お
も
し
ろ
お
米
ク
イ

ズ
に
挑
戦
。
チ
ー
ム
対
抗
で
た
い
へ
ん
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
な
れ
な
い

手
つ
き
で
六
種
類
の
手
巻
き
、
い
な
り
ず

し
な
ど
大
好
き
な
お
す
し
作
り
に
奮
闘
。

さ
っ
そ
く
家
へ
帰
っ
て
作
っ
て
み
る
と
の

声
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
米
離
れ
に
一

役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

うまく巻けないナァー

わたしの

ふ
る
さ
と

⑳
堀之内

中島百合枝さん

沖
縄
県
島
尻
郡
仲
里
村

　
私
の
ふ
る
さ
と
沖
縄
県
の
久

米
島
は
、
本
島
（
那
覇
）
の
西

一
〇
〇
㎞
に
位
置
し
周
囲
四
十

八
㎞
の
小
さ
な
島
で
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
泳
い

だ
り
、
釣
り
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
と

楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
子

供
の
頃
、
家
の
近
く
の
海
へ
洋

服
の
ま
ま
飛
び
込
ん
だ
り
、
島

の
一
周
線
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

楽
し
ん
だ
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
久
米
島
の
観
光
地

を
御
紹
介
し
ま
す
。

　
島
で
一
番
整
備
さ
れ
、
砂
浜

が
2
㎞
も
続
い
た
イ
ー
フ
ビ
ー

チ
が
有
り
ま
す
。
そ
の
近
く
に

は
干
潮
に
な
る
と
亀
の
甲
の
様

な
岩
が
千
個
以
上
も
現
わ
れ
る

畳
石
が
見
ら
れ
た
り
、
渡
し
船

で
行
く
、
見
渡
す
限
り
砂
ば
か

り
で
ま
る
で
砂
漠
の
様
な
見
事

な
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー
リ
ー
フ
も
有

り
ま
す
。
他
に
二
百
五
十
年
も

前
の
古
い
家
が
残
っ
て
い
た
り

田
畑
の
植
え
付
け
や
取
り
入
れ

日
、
出
漁
日
な
ど
を
計
る
石
時

計
が
有
り
、
一
日
で
ゆ
っ
く
り

島
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
所
で
す
。

沖
縄
本
島

仲
轟
灘

具
志
川
村

＼〕慶鱒諸島
久米島舗o

蹴

初



初舞台の「コールなかさと」“じっくり静かに聴いていただいてうれしかっだ

見
事
な
芸
に

　
う
つ
と
り

僧角3日文化の日、中里村芸能祭が村民体育館で行わ

れました。村内から集まった個人や団体による唄や踊に

樽ぱやし，大正琴、パーモニカ、詩吟、コーラスなど29
　だの演し物に1観客はあたたかい拍手を送っていました。

また3・4臼の28間、総合センターでは、芸術祭が開

かれ、来館した人たちは、心のこもった書道、写更、絵

画、生花．陶芸、短歌、手工芸品、盆栽など約400点をじ

　　　　　　　　たんっくり鑑賞し芸術の秋を十分堪能していました。

鐘網畷

毘

難

「炭焼体験」“まだ火がついてるぞ一”

お
米
の
有
難
さ

を
体
験

糧0周鋼臼網3臼にかはて．簾京港匿麻布中学校3年生

40人が学葎旅行として、溝田由自然運動公園で農業体験

をしました。これは、自然の豊かな村で、みんなの共同

作業でひとつのものを作り上げていくことを團的に行わ

れたものです。地元溝田山から鱗人の先生役の協力を得

て、8班に分かれて犠裸是μで稲刈。紙アッチェ”と蕎

いながら炭焼に、また野沢菜漬に、それぞれ悪戦替闘。

おみやげの「コシヒカリ」の味はいかがだったでしようか。

5歳までガンバロウ！3歳児の表彰です

虫歯のない子表彰（5歳児）

児　氏　名 保護者 集落名

関　　　幸　恵 敏　栄 上　山

中　島　祐　子 哲　雄 堀之内

小　林　大　介 紀美子 上　山

樋　口　達　也 勝　人 桂

樋　口　　　光 福　隆 通り山

鈴　木　彩　加 邦　俊 重　地

健康家庭表彰
世帯主氏名 集落名
村　山　善　作 田　　沢

村　山　安　志 田　　沢

村　山　良　平 東田沢
服　部　安五郎 如来寺
竹　藤　邦　吉 如来寺
城　田　久美子 上　　山

渡　邉　ソ　ノ 高道山
大　島　文　二 芋川新田

竹　藤　靖　男 芋　　川

高　橋　満　雄 倉　　俣

羽　鳥　隆　二 新屋敷
南　雲　元　一 堀之内
齊　藤　東　司 通り山

自
分
の
健
康
は

自
分
で
ノ

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
」
と

第
十
三
回
中
里
村
建
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
が

十
月
二
十
八
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
虫
歯
の
な
い

子
十
九
人
（
三
歳
児
十
三
人
、
五
歳
児
六

人
）
、
健
康
家
庭
十
三
世
帯
、
献
血
功
労

者
八
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
味
噌
豆
や
ホ
ウ
レ
ン
草
ケ
ー
キ

な
ど
の
試
食
や
、
ク
イ
ズ
に
よ
る
健
康
ラ

リ
i
、
婦
人
を
入
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ゲ

ー
ム
、
さ
わ
し
柿
・
さ
つ
ま
芋
な
ど
の
即

売
（
あ
お
ぞ
ら
会
）
、
愛
の
献
血
コ
ー
ナ

ー
な
ど
と
多
彩
な
楽
し
い
催
し
物
で
健
康

づ
く
り
の
大
切
さ
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　　　　　　鑛総懸繍

　　　　纏麟羅

＼☆難

り
丸
山
二
＝

ワ
　
　
浩

美男交際中は＿＿り東京都内で食事をしたり、映画や

　　　　　　　　　莞

きっかけは……り神奈川県にある洋菓子店で働い

　　　ている時知り合いました。ワ私が高校

　　　生の時その店でアルバイトをしていた

　　　んです。
第一印象は……りかわいい子だった。ワずいぶん

　　　ノッポだと、思った。

　　　遊園地によく行きました。
結婚生活は……り独身の時よりも食生活がかな1）

　　　良くなった。ワ神奈川の出身なので、

　　　はじめは田舎の生活になじめなかった
　　　んですけど、段々なじんできました。
お互いへの要望……りおおむね満足している。ワも

　　　う少し太って健康体になってほしい。
子育てのモットー……リワ健康に育ってくれれば

　　　それでいい。
村への要望……り若い人が定着できるような企業

　　　誘致を進めてほしい。ワ子供が安心し

　　　て、遊べる公園を作ってほしい。

11 広報塑頻舜♪圃　　　平成2年／／月／0日
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溺郷墜鯵

た

ば

こ
は
村
内

平成2年国勢調査速報

　中里村の総人ロ6，765人

　10月1鼠を基準に実施されだ平成

2年国勢調査の結果。

　中塁村の総人麟　㊨，7衡人

　　　　　　男性　3，368人

　　　　　　女性　3，397人
　この結果は、前調査（昭和60年）の

人口よりも56人の減少となっていま

す。ただし、後臼総務庁統計局で公

表する結果と異なる場合があηます．

みなさんご協力ありがとうござい

ました。

　雇用保険の失業給付は、失業された

方が生活の心配をしないで1日も早い

再就職をお手伝いするためのもので、

失業の状態（積極的に就職しようとす

る意思といつでも就職できる能力があ

り、現在仕事を探している状態）でな

いと受給できません。

　また、失業給付を受給中の方は、就

職や就労・内職や手伝い・自営業の開

始等した場合は届け出が必要です。こ

れを怠ると不正受給として処分されま

す。　　　　　ハローワーク十日町

で

回
貝

い

ま

し

よ

、
つ

　中里村の水道を新設・改造又は撤去

する時は、村に届け出て承認を得なけ

れば工事をすることができません。

これらの工事は、下記の「中里村水道

指定工事店」でなれれば施工すること

ができませんのでご注意下さい。

中里村水道指定工事店
㈲倉俣住宅設備（上山）

㈱鈴木土建（芋川）

中里水道工業㈲（上山）

樋口水道（干溝）

㈲山田電業（山崎）

㈲信濃設備（田沢）

㈱池田鉄工所（津南町〉

㈱拓越（十日町）

㈱美佐伝（〃）
平和水管㈱（〃）
北越上下水道㈱（　〃　）

り2月9日（日）は

　　　　投票目です
一参議院新潟県選出議員補欠選挙一

　長谷川信参議員（前法相）の死去

に伴う参議院新潟県選出議員補欠選

挙は、11月21日告示され12月9日に

投票が行われます。棄権することな

く投票しましょう。

～平成2年11月1日～11月30日～

　農業所得の申告書、耕作状況調書を

提出していない方がいますので、早急

に提出して下さい。

新潟県最低賃金
平成2年10月1日から

1日3，988円
（轟罐瓢合〉499円

劉

輸（古高昌馨長女）欄田

鷺（島田蕪長男）倉俣

釈池田藁長男）如来寺

断（山本欝長女）小出

難畿、麟團鍾

沢
市
寺
原
山
山

　
町
来

　
　

田
十
如
小
上
上

宏
生
彦
美
栄
子

　
　
　
　
　
知

正
奈
武
里
仁
真

部
口
井
村
樫
山

服
樋
富
田
富
村

｛
｛
｛

慧．．鐵摺齢

越
山
羽
中
内

之
り
　
　
之

市
通
鷹
田
堀

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ρ
o
　
Q
O
　
9
　
0
　
0

011
　
0
0
　
7
　
つ
」
　
6

（
　

（
　

（
　

（
　

（

イ
ク
ノ
子
俊

ス
フ
カ
秀
光

井
口
巻
澤
雲

富
樋
藤
瀧
南
※掲載を希望されない方は届出

　の際に申し出て下さい。

■II■，　　　　　■■”じ■

受
信
機
の
取
付
位
置
を

決
め
て
お
い
て
下
さ
い

　
村
で
は
今
年
度
、
情
報
連
絡
施
設
（
広

報
無
線
）
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
戸
別
受
信
機
を
申
込
ま
れ
た
家

庭
に
は
、
十
一
月
中
旬
頃
よ
り
来
年
二
月

に
か
け
て
随
時
取
付
け
ま
す
の
で
、
事
前

に
取
付
場
所
を
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
受
信
機
の
電
源
コ
ー
ド
は
約
三
屑
で
す

　
の
で
、
コ
ン
セ
ン
ト
よ
り
三
癖
以
内
の

　
位
置
に
取
付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
コ
ン
セ
ン
ト
ま
で
の
長
さ
が
不
足
の
場

　
合
は
、
延
長
コ
ー
ド
（
一
口
型
）
を
事

　
前
準
備
願
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
セ
ン

　
ト
ロ
が
不
足
の
場
合
は
、
二
股
コ
ン
セ

　
ン
ト
を
用
意
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
場

　
合
も
各
家
庭
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
取
付
け
の
際
、
係
員
に
相

　
談
く
だ
さ
い
。
・
　
　
　
農
政
課

　　． 皇
主◆・盛土◆

●飲酒運転検挙者数

●無免許運転違反者数

●事故発生件数

●死亡事故ゼロ

6人

2人

10件
67日

（10月末累計）

善意をありがとう
■社会福祉協議会へ　　（香典返し）

富井昇治（市之越）　100，000円

富井徳明（如来寺）　　30，000円

■公民館へ（単行本寄贈）

佐藤文夫（上　山）　　　72冊

膠
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1客コ・

　㌧か馨　　　　　　　　　　一ρ
　し｛リス　　　　　　　　い’
　　ろ　　　　　　　　　。●の

　正しい119番通報について、もう一度

皆さんで考えてみましょう。

　通報は、1秒でも早くあわてずにお
ちついて内容を正確に詳しく話して下

さい。例えば、「救急車をお願いします。

場所はOO町OO番地○○宅です。近
くに目標となる建物がある場合は、O

Oガソリンスタンドの隣のOO宅です。

　OO歳○性OOが階段から落ちて足
を骨折しました司というように、はっ

きりとお話し下さい。

　「近所に恥ずかしい」「もう、だれかが

119番しただろう」などとおもわないよ

うに1秒でも早く通報しましょう。

　また、公衆電話（赤電話、ピンク電

話）からかけられるばあいには、お店

の人から専用の鍵で切り替えてもらわ

ないと一方通話となり、消防署では声

が聞こえません。このような時は、い

ったん受話器を置いて下さい。こちら

から逆発信いたしますので、ベルが鳴っ

たら受話器を取ってお話し下さい。

　なお、消防署に問い合わせる場合に

は、119番でかけないようにして下さ
いo

　問い合わせは、十日町地域消防署

智57－1555にお願いします。

o
《

◎母親学級・妊婦検診

　11月16日翻　上村病院

　母親学級（受付）12：45～13：00．

　　　　　（内容）家族計画

　　　　　　　　安産体操
　妊婦検診（受付）13：30～14：00、

◎乳幼児検診

　12月14日働　保健センター

　3歳児検診　S．62．8．1～

　　　　　　　　　S．62．11．30生

　「文化の日」や「勤労感謝の日」があ

るこの11月を『ゆとり創造月間』とし

『ゆとり』ある社会の実現に向けて集

中的なキャンペーンを実施しています。

ともすると日々の仕事に追われがちな

た沈尭漢

工事中

今月の納税等と振替日

（11月30日）

（11月31日）

（11月26日）

（11月26日）

（11月27日）

略

現代。21世紀に向けて激しく変貌する

社会に柔軟に対応するため、いま求め

られているのは“ゆとり”です。余暇

を十分に楽しみ仕事に全力投球する労

働と余暇の調和こそが、潤いあるライ

フスタイルといえましょう。

　活力あるゆとり創造社会の実現をめ

ざして、今年も全国47都道府県でシン

ポジュウムを開催します。ぜひこの機

会にゆとりある生活について考えてみ

ませんか。

日時　平成2年12月1日　午後1時～

場所　新潟県民会館小ホール

　問い合わせは、新潟県労働基準協会

連合会智025－267－1721または、役場開

発課へどうぞ。

　税務署では、11月11日（日）から17日仕）

まで「暮らしを支える税」をメインテ

ーマに、広く皆さんに税の意義や役割

を正しく理解し、身近なものとして考

えていただけるよう各種行事を予定し

ています。

　合同税金相談のお知らせ

　「税を知る週間」行事の一つとして税

務署、財務事務所、津南町役場合同で

下記日程により税についての相談所を

開設します。

　事業関係の方、土地を売った人やも

らった方、年金や医療のこと、消費税

のこと、自動車や不動産を取得された

方、国民健康保健等いろいろ税のこと

で悩んでいる方はこの機会にどうぞお

気軽に相談にお出かけ下さい。

　　　　　　　記
日時　11月14日㈱　午後1時～

会場　津南町役場　3階会議室

　
税
料

　
険
険

税
保
保
料
料

産
康
金

資
健
年
育
道

定
民
民

固
国
国
保
水

■
　
■
　
■
　
■
　
■

工　事　名 場所 工事費 請負業者名 完了予定日

村道溝田山線地形測量委託 清田山
　千円
700 ㈱十日町測量 11月7日

村道市之越線路線測量委託 市之越 1，320 ㈱十日町測量 11月12日

村道倉下土倉線地形測量委託 倉　下 2，200 ㈱十日町測量 12月2日

林道小沢東山線舗装（2－1区） 堀之内 1，870 福田道路㈱ 11月27日

林道小沢東由線改良（2－4区〉 堀之内 3，550 ㈲宗家土建 11月27日

有機物供給施設建築 新　里 16，100 ㈲星野建設 1月6日
村道山崎干溝線舗装維持修繕 干　溝 3，500 福田道路㈱ 12月2日

村道荒屋田中線舗装維持修繕 荒　屋 5，800 福田道路㈱ 12月17日

中央地区簡水配水管伏設替 荒　屋 2，000
（有）クラマタ

住宅設備
11月7日

如来寺地区第4次ほ場整備 如来寺 1，800 高幸建設㈱ 12月27日

村道山崎桂線改良 田　中 3，900 ㈲広田木材 12月18日

中央地区簡水配水管伏設替 如来寺 2，560 樋口水道 12月18日

中央地区簡水配水管伏設替 田　中 870 ㈲クラマタ
住宅設備 11月28日

「
税
金
が

支
え
て
く
れ
る

未
来
の
日
本
」

中
里
中
学
校
三
年

保
　
坂
　
邦
　
江

　
（
税
に
関
す
る
標
語
入
選
作
品
）
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　”月11日～12月10日

カレンダー

樋ロー美さん
集落小原

青春恢rまず
昭和45年7月31日生まれ20歳

星座　しし座

⑪（日）
村民ソフトボール大会合倉俣小グランド
09：00～

⑫（月）
成人学級豊かさとは何か　合総合センター
㊤19：30～

13（幻
精神保健相談　合老人福祉センター
013：00～16：00

14伽
ワープロ教室合総合センター㊤18：30～21：00

15㈲
ワープロ教室合総合センター018：30～21：00
絵画・版画教室　合総合センターQ19：30～
つづり方教室合総合センター　（D19：30～

16㈹
ワープロ教室合総合センター018：30～21＝00

17（土）

⑱（日）
じょんのび祭合清津峡小体育館09：00～
郡市剣道大会　合村民体育館　08：30～

20（幻

22㈲
書付教室合総合センター　（919：30～

⑳㈹
ユニホッケー指導者講習会　倉総合センター

㊤8：30～

24仕）

⑳（日）
村民バレーボール大会合村民体育館㊤8：30～
村民剣道大会　合田沢小体育館　09：00～

29休）

30㈹
断酒の集い　合十日町保健所（913：30～
つづり方教室　合総合センター　●19：30～

％（土）

②（日）
講演会暉峻淑子さん　合総合センター
013：30～15：10　15：20～16：15（講師を囲んで）

8（土）

⑨（日）
参議院新潟県選出議員補欠選挙㊤7：00～

10（月）

村

の

木

※変更する場合があります。御用の際は確認を

血液型践型
身長欝δc鵬

　仕事は、十日町市農協福祉会館

で働いています。趣品はカラオケ。

スポーツは、去年から力を入れた

スキーと仕事帰りに会社の同僚と

テニスもしています。ゴルフも始

めました。理想の男性は、穏健で

話し上手な人。性格は明るい！夢

は、自分でレストランを持つこと、

中型免許（バイク〉を取って旅行

すること。村への要望は、若者が

定着できるような職場を増やし、

活気ある村づくりにしてほしい。

　　⑳津南病院葎5謂1

　　⑳至誠堂医院葎講1

皇⑭山・医院葎補1
・響⑭大島医院禅講1

莚⑳中条病院葎冨鴇1

溢⑭上村病院郡3重2111

　　⑳津南病院謙5南綿

編
」
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、
昭
穂
五
謙
年
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ら
い
ま
で
の
ど
ん
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想
い
出
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一
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い
ま
す
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スギ

試

ユリ

10月末現在
（）は前月比

〃

村民憲章　（昭和60年7月25購淀〉

耀、自然を愛し美しい村をつくります。

4、健康で働き明るい村をつくり謹す。

り、愛構を豊かにし描あたたかい村をつくります。

4、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

たくあん

　「たくあん」は．晩秋にとれ
　　　　　　　　　　ぬかた大根を干してから．塩と糠

で漬ける漬物。語源としては、
　たくわ

「貯え漬」がなまったとみる
　　たくあんおしょう

説￥沢庵和尚が始めたという

説、沢庵の墓の形が重しに使

う石に似ていたためとする説

などがあって．定説はありま

せん。

　江戸初期の禅僧沢庵は￥品

川の東濡寺を建てた名僧。俗

説にすぎないとしても．たく

あん漬けが沢庵和尚と関係づ

けられてきたことは確かでし
，よう。

　というのも．坊さんの名前

が付いた食べ物がほかにもい

くつかあるからで￥例えば「い

んげん」もその一つです。き
　　　　　　　　いんげんんとんなどにする「隠元豆」
　　　おうぱく
は、日本黄壁（禅宗の一派）

の開祖となった中国の禅僧隠

元が．明からもたらしたもの

とされています。
　　　くう　や
　また「空也豆腐」は、鶏卵

をかけた豆腐を蒸し、上から
くずあん

葛餉をのせた料理。空也は￥

平安中期に念イム踊りを創始し
　しょうにん

た上人で＼この料理は、空也

派の僧が作りだしたといわれ

ています。

　　名僧・高僧といえば近

言
葉

付きがたい存在ですが．

食べ物に付いた名前だと．

なんとなく身近な感じに

なるようです。

のルーツ

●人ロ男3，391人（＋4）女3，391人（±0）計6，782（＋4）●世帯数1，640（一1）

躍


